
市民の安全に責任持てる？
東海第二原発再開反対の意見書不採択
「原発なくそう: 流山の会」代表の辻野吉勝さんが

213名の賛同署名とともに「再開をやめるよう意見書

を出してほしい」との陳情書を提出。「原発止めよう！

東葛の会」代表の日下部信雄さんもほぼ同趣旨の請

願書を提出し、９月１2日10時から市民経済委員会で

両請願が審議され、辻野さんと日下部さんが意見陳述

しました。森議員から質問があったほかは反対意見も

なく、植田議員が賛成意見を述べ、評決をしたところ

１：５で否決されました。市議会最終日の１０月２日

本会議での審議では日本共産党(乾､小田桐､徳増､植田）、

社民党(阿部）と菅野議員の賛成で６：２０で不採択

とされました。予想されたこととはいえ残念です。、

原子力規制委員会はこれまでもいくつもの原発を強

引に合格としたもののこれを「安全宣言ではない」と

言っています。

自動車運転免許に合格したことは事故を起こさない

保証でしょうか。そんなことを信じる人はいないはず。

再稼働許可をしたものの再開するためには周辺自治

体の避難計画が必要ですが、その見通しは立っていま

せん。ぞの中で自治体の賛成という条件を整えるため

に当流山市も水戸市からの避難民6000人の受け入れを

承知するというのは再開のための条件整備に加担する

ことであって「災害時にはお互いに助け合いましょう」

という人道的な話とは違うのではないでしょうか。

今夏は歴史的な酷暑でした。原発のほとんどが停止

している中、真夏日の中でも電力不足はおこりません

でした。福島の汚染水の処理済みのはずが、その８割

が不十分だという信じられないことが起こっています。

流山市は国の情報や国の施策に追従するだけでは市民

の命や健康を責任もって守れないのではありませんか。
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沖縄県知事選

玉城デニー 396,632
佐喜真淳 316,458
沖縄県知事選挙はオール沖縄の皆さんが推した玉

城デニー氏が圧勝しました。

例によって相手側の佐喜眞候補は辺野古問題を徹

底的に避けて、経済発展に絞った「勝利の方程式」

を追求しましたが玉城氏は佐喜眞氏を８万票以上離

してしっかり翁長さんを引き継ぎ圧勝しました。

佐喜眞氏側も政府与党勢力挙げて自民・公明・維

新の幹部が総力を挙げましたが敗北。安倍総裁継続

を決めた直後だけに、そのショックは大です。

無党派層の７割が

玉城氏を選んだとい

うように翁長さんの

確立した路線はしっ

かり県民の支持に支

えられています。

選挙の結果につい

て安倍首相は「結果

は真摯に受け止める」

と口先ではいうもの

の、続けて「新基地

建設の方針に変わり

はない」と直ちに言

い切るという言葉の

「軽さ」は安倍内閣特有です。

沖縄県は埋め立ての許可を取り消したため、現在

中断しています。（それでも現場は防衛省が囲いを

作り警察が立ち入りを禁止しています。違法工事を

警察が警備する根拠はありません）今後政府側は県

を訴えるというので、法廷闘争になる見込みです。

しかしいかなることになろうと基地は作らせないと

いう、強い民意が示され、知事も断固たる決意を示

しています。

沖縄県民は平和を守る強い意志とともに、地方自

治の大切さを日本国民全員に訴えかけています。

沖縄のことは沖縄県民ウチナーンチュの意思が最

大限に尊重されなければならないという当たり前の、

憲法にも謳われている民主主義の基本です。

しかし地元宜野湾市では市長であった佐喜眞氏が

知事選に出るために辞任し、後継を託した松川氏が

仲西氏を破って当選しているだけに、県民、市民の

複雑な気持ちが分かります。
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カンパはこちらの郵便振替口座へ
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「福田村事件」を
知っていますか？ その１4

読者の反応と筆者の願い

崙書房出版より『福田村事件 関東大震災 知られ

ざる悲劇』を出した際、朝日、毎日両新聞に大きく

取り上げられ、反響を呼びました。

なかでもうれしかったのが、江戸川大学の隈本邦彦

教授とゼミ生が、研究課題として取り上げ、慰霊祭

を行って下さったこと、また、筑波大学の学生の卒

論のなかに取り上げてもらえたことも。

さらにこの夏は、ポーランドの芸術家とのグループ

展に福田村事件をテーマに描いたという女性から協

力要請がありました。

醜悪な政治の世界のみならず、スマホから顔を上げ

ない若者に、将来を憂え勝ちでしたが、しっかりし

た若者に出会えて、心が安らぎました。

恥ずかしいことに、震災以来、国は謝罪したことも

なく、虐殺の事実を隠蔽し続けています。小池現都

知事の行動がそれを物語っています。

私の願いは、慰霊碑というまたとない教材を前に

人権教育をしてほしいということです。

『福田村事件』に寄せられた読者からの感想を三刷

りの末尾に加えました。読んでみたい方はご一報く

ださい。（04・7154・3675）

「世界中に９条を」という究極の理想を「何をバカ

な」と、あざ笑う向きも多いでしょうが、人類が簡

単に理想を捨て去っていいのでしょうか。次の歌を

紹介して、連載を終わります 辻野弥生

傾きし艦より零（こぼ）れし兵等みな

憲法９条に逢わず逝きたり

（西川寅治・新聞歌壇より）

忘れてはいけない朝鮮人虐殺

１４回にわたって私たちの身近に起こったおぞま
しい事件について辻野さんに書いていただきました。

なぜこんなデマに踊らされてしまったのかと思う一

方人間の恐ろしさを思わざるを得ません。関東大震

災は日本が1910年（明治４３年）日韓併合してまも

ないときに起こりました。国を奪われた恨みを生々

しく抱いているだろうと日本人が思いこみ、その復

讐のために震災の混乱に乗じて……というデマがや

すやすと入り込む余地があったのではないでしょう

か。いま日本でヘイトが横行する状態は、朝鮮半島

で融和が進み南北から多くの人々が訪れるようになっ

たとき、どう影響するのでしょう。この事件を反省

しない小池氏が知事としてオリンピックを仕切ると

したらこわいのです。しっかり歴史に学んでほしい

ものです。（Ｉ）

おおたかの森駅宣伝と署名
１０月９日(火)15：30～16：30

おおたかの森駅自由通路

映画案内

「明日へ～戦争は罪悪である」

長年講座で反戦と平和を語り続けてきた落語家が、

９６歳となり、老人ホームで若い介護士に、師匠と

も仰いだある僧侶について語る。

（竹中彰元がモデル）

その僧侶は日中戦争から太平洋戦争に向かう時代

に、様々な迫害を乗り越え、反戦を貫いた。

「人の命を損なう戦争は罪悪である」との教えは戦

争を知らない世代へと語り継がれる

日時：２０１８年１０月２６日（金）

会場：松戸市民会館ホール

上映時間：

①10：30ＡＭ ②2：00 ＰＭ ③6：00 ＰＭ

※開場は30分前

※1回目と2回目の上映後 藤監督舞台挨拶あり

前売り券：1000円（当日券1500円）

前売り券希望の方は 下記までご連絡ください。

山田 洋子

流山市野々下6-1025-3 tel:04-7144-3993

赦し その遥かなる道
ここに、愛する家族をすべて殺され、喪失の痛み

と絶望の中で、一日一日を生き延びる遺族たちの鮮

烈な物語がある

日時 10月20日(土)１３：３０ ～１６：００

会場 千葉県弁護士会館（千葉市）

連絡先 043-227-8431

主催：千葉県弁護士会 共催：日本弁護士会

安倍内閣、川上陽子法務大臣はオウム関係の死刑

囚１３人を相次いで死刑執行しました。政治日程と

の絡みでまとめて執行したといわれています。しか

し真相が明らかにならないまま麻原らを処刑してし

まったことに多くの批判があります。そして科学捜

査の手法が発達したこともあって再審無罪のケース

も相次いでいます。死刑制度を残している国は少な

い。日本も再検討すべきではないでしょうか。


